
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

 令和７年６月２７日 

 

 秋田市長 沼谷 純 殿 

提出者                   

住 所 秋田市茨島三丁目１番６号  

氏 名 三菱マテリアル電子化成株式会社 

代表取締役 西中 啓二     

電話番号 ０１８-８６４-６０１１       

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 三菱マテリアル電子化成株式会社  

事 業 場 の 所 在 地  秋田市茨島三丁目1番6号 

計 画 期 間  令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 

1629 その他の無機化学工業製品製造業 

1639 その他の有機化学工業製品製造業 

2352 非鉄金属・鋳物製造業 

② 事 業 の 規 模 １５９億（製造品出荷額） 

③ 従 業 員 数 ３２７名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別紙①のとおり 

(日本産業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

別紙②のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項    別紙③のとおり 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】       

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項    別紙③のとおり 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項  別紙③のとおり 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項     別紙③のとおり 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項     別紙③のとおり 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項    別紙③のとおり 

 ①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する

こと。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請

完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ

事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま

での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自

ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、

自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入

すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委

託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託

量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認

定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収

を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入する

こと。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業

廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、

当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき

事項がないときは、「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 
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産業廃棄物処理計画書(2025 年度)           

 

三菱マテリアル電子化成株式会社 

 

 
 

 

１．産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 
 

産業廃棄物の種類 
発生量実績(t/年) 

(2024 年度) 

発生量計画(t/年) 

(2025 年度) 
具体的取組 

汚泥 
排水汚泥 2658.2 1500.0 

排水の一部を沈殿池に沈降させ、排水汚泥の発生量を

抑制している。 

その他 1572.6 500.0 タンク残渣等、一部他社の原料として排出 

廃油 38.9 20.0 売却品目の増加に取り組む。 

廃アルカリ 0.0 1.0 近年は 1ｔ/年ペース。 

廃酸 0.0 0.0 スポット排出。 

廃プラスチック 125.2 100.0 

原料、製品等の樹脂製容器や不良品、樹脂製設備の廃材

等が該当。リサイクル、優良事業者、熱回収業者への更

なる変更を図る。 

金属くず 4.4 3.0 
リサイクルできない廃ドラム缶等を処分した年は発生

量が増えるが、通常は 3t/年程度の発生になる。 

ガラス.陶磁器くず 217.6 150.0 

製造工程で使用する使い捨てのシリカ製容器が大部分

を占める。発生量は生産量に比例するので削減は困難

ではある。今年度は他社の原料として 104ｔ排出した。 

鉱さい 0.7 10.0 スポット 

木くず 15.3 10.0 燃料としての売却を検討 

合計 4632.9 2294.0   
 

 

 

 

２．産業廃棄物の分別に関する事項 
 

各職場から発生した産廃を産業廃棄物置場(環境安全部管理)に一時保管して、収集･運搬を委託する

ものと、各職場で保管して、個別収集するものとがある。個別収集するものに関しては、特に大き

な問題はない。産業廃棄物置場に一時保管するものについては、置場に保管方法の看板表示を行っ

ているが、分別が不十分な場合が見受けられ、その都度指導を行っている。 

産業廃棄物置場に一時保管する廃棄物は以下の通りであり、これ以外は各職場での保管となる。 

産業廃棄物の種類 内   容 

廃プラスチック 原料・製品の容器、樹脂製設備の廃材、使用済み保護具類等。 

現在 3 種（洗浄済廃プラ、廃プラ、発砲スチロール）に分別。 

ガ ラ ス 、 

陶 磁 器 く ず 

サンプルびん、試薬びん、破損したガラス器具類等（製造工程で使用する使い捨て

のガラス製容器は個別収集）、カーボン製部品。 

薬 品 付 着 物 

（ 廃 プ ラ ） 

薬品の付着した紙くず等を廃プラとして処分している。 

製造現場から発生する、Ｉｎ付着産廃物は単独の回収容器に表示を行い保管してい

る。 

木 く ず 貨物の流通のために使用したパレット、梱包用木材。 

金 属 く ず ボタン電池。種類別に分別している。 

汚 泥 メタンスルホニルフロリト（ＭＳＦ）含有汚泥は、有害性が強いので単独の感染性

廃棄物用の容器として使用されている密閉容器のメディカルペールに収納保管し

ている。 

 

 

 

 

 

３．自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 
 

① 現状：2006 年度から、他社のフッ酸廃液処理の汚泥を受け入れ、乾燥処理後フッ酸の原料に使用
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している。2008 年度から、硫酸系排水からの二水石膏回収･再資源化を開始。2025 年より S型 5

号機排水を二水石膏として売却予定。 

②計画：廃硫酸をフッ酸の原料に 100％再利用する。 

 

４．自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 
 

① 現状：排水汚泥は自社で中間処理を行っている。2013 年にドラムフィルターからプレスフィルタ

ーによる脱水処理に切り替えたことより、大幅な削減となったが、生産量の増加と共に徐々に増

大している。 

② 計画：凝集剤、中和剤の変更等により、排水スラッジの削減を図りたい。 

 

５．自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 
 

現在、自社で埋立処分を行っているものは、中間処理(脱水処理)後の排水汚泥のみである。 

これ以外の産廃の自社における埋立処分の具体的計画はない。 

 

６．産業廃棄物の処理の委託に関する事項 
 

① 現状：2013 年度に以前より処理委託していた業者が優良認定処理業者、熱回収施設設置者として

認定された。2020 年度よりルツボが原料として他社へ、2021 年度はシリカスラリーも原料化。 

②計画：今後はセメント原料としての再生利用及び熱回収への処理委託を再検討する。 

 



2024年度産業廃棄物実績
(単位:ｔ)

⑩全処理
  委託量

⑪優良認定
  処理業者
  への
  処理委託
量

⑫再生利用
  業者への
  処理委託
量

⑬認定熱回
収
  処理業者
  への
  処理委託
量

⑭認定熱回収
  業者以外の
  熱回収を
  行う業者
  への
  処理委託量

汚泥 排水汚泥 2,658.2 0.0 0.0 2,658.2 0.0 1,529.0 1,129.2 0.0 1,357.0 172.0 172.0 0.0 0.0 0.0

その他 1,572.6 0.0 963.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 437.0 339.4 77.0 5.1 0.0

小計 4,230.8 0.0 963.6 2,658.2 0.0 1,529.0 1,129.2 0.0 1,357.0 609.0 511.4 77.0 5.1 0.0

廃油 廃溶剤類 38.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 38.9 13.6 0.0 25.3 0.0

小計 38.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 38.9 13.6 0.0 25.3 0.0

木くず 15.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.3 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 15.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.3 0.0 0.0 0.0 0.0

廃プラスチック 125.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 125.2 46.8 12.2 0.0 0.0

小計 125.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 125.2 46.8 12.2 0.0 0.0

アルカリ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

金属くず 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 2.6 0.02 0.0 0.0

小計 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 2.6 0.02 0.0 0.0

ガラス・陶磁器くず 217.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 217.6 0.0 104.5 0.0 0.0

小計 217.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 217.6 0.0 104.5 0.0 0.0

鉱さい 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0

小計 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0

廃酸 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計 4,632.9 0.0 963.6 2,658.2 0.0 1,529.0 1,129.2 0.0 1,357.0 1,011.1 575.1 193.7 30.4 0.0

⑧委託処分量⑤④のうち
  熱回収を
  行ったも
の

⑦自ら中間
  処理によ
り
  減量した
量

①産業廃棄
物
　発生量

②自己直接
  再生利用
量

③自己直接
  埋立処分
  又は
　海洋投入
量

④自己中間
  処理量

⑥自己中間
  処理残さ
量

⑧自己中間
  処理再生
  利用量

⑨自己中間
  処理後
  直接埋立
  処分又は
　海洋投入
量



産業廃棄物発生目標計画（2025年度）
(単位:ｔ)

25年度の目標

①産業廃棄物
  発生量

②自己直接
  再生利用量

③自己直接
  埋立処分
  又は
  海洋投入量

④自己中間
  処理量

⑤④のうち
  熱回収を
  行ったもの

⑥自己中間
  処理残さ量

⑦自ら中間
  処理により
  減量した量

⑧自己中間
  処理後
  再生利用量

⑨自己中間
  処理後直接
  埋立処分
  又は
  海洋投入量

⑩直接及び
  自ら中間
  処理した
  後の
  処理委託量

⑪優良認定
  処理業者
  への
  処理委託量

⑫再生利用
  業者への
  処理委託量

⑬認定熱回収
  処理業者
  への
  処理委託量

⑭認定熱回収
  業者以外の
  熱回収を
  行う業者
  への
  処理委託量

汚泥 排水汚泥 1,500.0 0.0 0.0 1,500.0 0.0 900.0 600.0 0.0 900.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 500.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 500.0 50.0 80.0 0.0 0.0

小計 2,000.0 0.0 0.0 1,500.0 0.0 900.0 600.0 0.0 900.0 500.0 50.0 80.0 0.0 0.0

廃油 廃溶剤類 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 15.0 0.0 5.0 0.0

小計 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 15.0 0.0 5.0 0.0

木くず 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0

廃プラスチック 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 38.0 10.0 0.0 0.0

小計 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 38.0 10.0 0.0 0.0

アルカリ 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0

小計 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0

金属くず 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 2.0 1.0 0.0 0.0

小計 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 2.0 1.0 0.0 0.0

ガラス・陶磁器くず 150.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 150.0 10.0 140.0 0.0 0.0

小計 150.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 150.0 10.0 140.0 0.0 0.0

鉱さい 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 1.0 0.0 0.0 0.0

小計 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 1.0 0.0 0.0 0.0

廃酸 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計 2,294.0 0.0 0.0 1,500.0 0.0 900.0 600.0 0.0 900.0 794.0 117.0 231.0 5.0 0.0


